
育
苗

　

茎
が
太
く
、
葉
の
厚
い
が
っ
ち
り
し
た
健

苗
を
育
成
す
る
た
め
、
や
や
乾
か
し
ぎ
み
の

潅
水
管
理
を
行
い
ま
す
。
午
前
中
に
潅
水
を

済
ま
せ
、
夕
方
に
は
培
土
表
面
が
乾
い
て
い

る
状
態
が
理
想
的
で
す
。
ま
た
育
苗
ト
レ
イ

を
地
面
か
ら
30
㎝
以
上
浮
か
せ
る
と
、
余
分

な
水
分
が
抜
け
や
す
く
な
り
軟
弱
徒
長
を
防

ぎ
ま
す
。

　

定
植
の
5
〜
10
日
前
に
は
外
気
に
当
て
、

し
ま
っ
た
苗
に
仕
上
げ
ま
す
。

肥
培
管
理

　

施
肥
量
は
水
田
の
後
作
な
ど
で
は
、
10
㎡

当
た
り
チ
ッ
ソ
成
分
で
2
0
0
〜
2
5
0
ｇ

が
目
安
に
な
り
ま
す
が
、
前
作
の
残
留
肥
料

や
土
壌
の
肥ひ

沃よ
く

度
に
よ
り
調
整
し
ま
す
。
定

植
後
は
潅
水
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
を
利
用
し
て
十

分
水
を
や
り
、
苗
の
活
着
に
努
め
ま
す
。

「
初し

ょ

秋し
ゅ
う」  「

彩あ
や

峰み
ね

」  「
コ
ー
ラ
ス
」  「
星ほ

し

岬み
さ
き」

　

栽
培
期
間
が
短
い
た
め
、
初
期
生
育
を
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
収
量
を
上
げ
る
ポ

イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
排
水
の
よ

い
肥
沃
な
畑
を
選
択
し
ま
す
。

　

全
施
肥
量
の
３
分
の
２
を
元
肥
と
し
、
定

植
後
１
週
間
後
と
２
週
間
後
を
目
安
に
、
残

り
を
追
肥
と
し
て
施
し
ま
す
。
初
期
生
育
を

促
進
す
る
た
め
、
速
効
性
の
リ
ン
酸
系
肥
料

を
使
用
し
ま
す
。

「
彩あ

や

音ね

」  「
輝て

る

岬み
さ
き」

　

生
育
期
間
が
長
い
た
め
、
よ
り
肥
効
の
持

続
し
や
す
い
や
や
重
め
の
土
壌
で
の
栽
培
が

適
し
ま
す
。

　

全
施
肥
量
の
２
分
の
１
を
元
肥
と
し
、
生

育
を
見
な
が
ら
２
〜
３
回
に
分
け
て
追
肥
を

施
し
ま
す
。
両
品
種
と
も
吸
肥
力
が
強
く
生

育
が
旺
盛
な
品
種
で
す
の
で
、
全
体
の
チ
ッ

ソ
量
は
や
や
少
な
め
（
他
品
種
の
お
よ
そ
１

〜
２
割
減
）
に
す
る
こ
と
が
上
作
の
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。

「
Ｙ
Ｒ
春は

る

空ぞ
ら

」  「
春は

る

波な
み

」

　

追
肥
す
る
時
期
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
「
春

波
」
な
ら
２
月
上
中
旬
か
ら
、「
Ｙ
Ｒ
春
空
」

な
ら
３
月
上
旬
ご
ろ
か
ら
肥
効
が
高
ま
る
よ

う
に
、
そ
の
少
し
前
に
追
肥
を
施
し
ま
す
。

ま
た
、
肥
料
の
遅
効
き
に
よ
る
球
腐
敗
・
裂

球
を
避
け
る
た
め
、
追
肥
で
は
速
効
性
の
も

の
を
使
用
し
ま
す
。

栽
植
密
度

　

株
間
が
広
い
ほ
ど
通
気
性
が
よ
く
な
り
、

病
虫
害
の
軽
減
及
び
薬
剤
散
布
回
数
の
低
減

に
効
果
的
で
す
。
ま
た
球
肥
大
を
促
進
さ
せ

る
効
果
が
あ
り
、
そ
ろ
い
性
・
在
圃
性
も
向

上
し
ま
す
。
従
っ
て
、
や
や
広
め
の
33
〜
35

㎝
程
度
の
株
間
で
の
植
え
付
け
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

播
種　

　

キ
ャ
ベ
ツ
の
発
芽
適
温
は
15
〜
20
℃
で
す
。

30
℃
付
近
の
高
温
で
は
発
芽
不
良
や
苗
の
不

ぞ
ろ
い
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に

夏
ま
き
で
は
発
芽
す
る
ま
で
の
１
〜
２
日
程

度
、
セ
ル
ト
レ
イ
を
直
射
日
光
の
当
た
ら
な

い
倉
庫
な
ど
で
管
理
し
発
芽
を
そ
ろ
え
ま
す
。

そ
の
後
は
、
日
光
が
十
分
当
た
る
風
通
し
の

よ
い
場
所
へ
移
動
し
ま
す
。
露
地
育
苗
の
場

合
、
発
芽
ま
で
の
期
間
は
遮
光
資
材
な
ど
で

温
度
上
昇
を
防
ぎ
ま
す
。

栽
培
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

キ
ャ
ベ
ツ
（
夏
秋
ま
き
編
）

2
0
1
3
年
直
売
所
出
荷
を
応
援
! 

こ
だ
わ
り
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

キャベツ担当

城
しろ

田
た

　良
よし

裕
ひろ

↑特に夏まきでは直射日光が当たるのを防ぎ、
発芽をそろえるのが上作のポイント。

↑キャベツの苗。茎が太くが
っちりとした健苗を育てる。

↑株間は広めに33～35㎝程度
とると通気性がよくなり病
害も防ぐことができる。

↑品種ごとにあわせた
適切な肥培管理で品質
の高いキャベツを収穫。

お
い
し
さ
と
品
ぞ
ろ
え
で

収
益
ア
ッ
プ
！

品
種
別
の
肥
培
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

2013 タキイ最前線 夏号　83

キャベツ（育苗）
耕種基準

畝幅（㎝） 60～120

条数（条） 1～2

株間（㎝） 30～40
※ 表示の耕種基準は目安
　としてご利用ください。



ト
マ
ト

　10～11月どりの「初秋」は、やわ
らかい肉質で歯切れがよく、食感が
特にすぐれる「おいしいキャベツ」
の定番種です。11月どりの「彩峰」
は「初秋」のサクサクとした食感を
受け継いだ食味にもすぐれる早生種
です。「初秋」よりも作りやすく病
気にも強いため、より安心して栽培
できます。
　12月～４月どりなら「彩音」がお
すすめ。食味が特にすぐれる中晩生
種です。寒さに当たるとより糖度が
増します。食感は通常の寒玉キャベ
ツよりもやわらかくジューシーです。
そのため加熱調理だけでなく生食用
でもおいしい、幅広い用途に向く品
種です。５月どりの「ＹＲ春空」は
寒玉種の糖度と、良質種の歯切れの
よさを兼ね備えた秋まき中早生種で
す。食味・食感を生かし、大きめの
短冊状に切り、浅漬けして食べてい
ただくのもおすすめです。

　

　
  10～11月どりの「コーラス」は肉
厚でサクサク感が楽しめ、しかもや
わらかくジューシーという独特の食
感をもち、秋には特に甘みが増す「お
いしい」キャベツです。サラダや浅
漬けに最適です。新鮮さをアピール
できるさわやかな鮮緑色、球形も丸
～甲高球に仕上がるため店頭でも目
を引き、差別化販売に有利です。

  11～12月どりの「星岬」は鮮濃緑
色でアントシアン色素の発生が少な
い良質性にすぐれる中早生種です。
早どりに適するので、良質系の出回
りにくい秋口に新鮮なキャベツを出
荷できます。
　１～３月どりには「輝岬」が最適
です。みずみずしい鮮緑色、低温期
のアントシアン色素の発生が少ない
品質にすぐれる中生種です。玉のテ
リツヤがよく、寒さによる傷みが少
ないため、厳寒期でも高品質出荷が
可能です。４月どりには「春波」が
おすすめ。やわらかくみずみずしい
食感を持ち、見た目にもさわやかで
色ツヤのよい「春キャベツ」です。

←
味
が
濃
く
肉
質
の
し
っ
か
り
と
し
た
寒
玉
種  

 
（
写
真
は
「
彩
音
」
）
。

←
葉
の
や
わ
ら
か
さ
と
み
ず
み
ず
し
い
味
わ
い
が

特
長
の
良
質
系
（
写
真
は
「
春
波
」
）
。

今回は、味が濃くしっかりとした食感の寒玉種とやわ
らかさとみずみずしい味わいの良質種を秋から春まで
出荷するリレー栽培に向く品種をご紹介します。　

良質系のみずみずし
さを味わえるパスタと、
寒玉系の肉質を生かし
て煮込んだスープ。

タネが大きくまきやすい
「ペレット種子」がおすすめ！

　少量多品目の直売所出荷向けの栽培では手まきする機会が多く、
「キャベツのタネは小さい・見えにくい」という声をよく聞きます。
そこで、タネまきしやすいペレット種子をおすすめします。今回、
紹介した品種では「初秋」「彩音」「コーラス」「春波」がペレッ
ト種子の扱いがあります。セルトレイで使いやすい150粒入りです。
　播種後は十分水を吸うようにしっかり潅水してください。それ以
降の管理は裸種子と同様です。ぜひお試しください。

↑タネが大きくまきやすく、白色
　で土の上でもわかりやすい。

↑キャベツ「コーラ
　ス」ペレット種子。
　150粒入り。

包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
2
0
1
3
年
10
月
末
ま
で
有
効
で
す
。

葉
　
菜
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直売所にはこの品種 ! ブリーダー
おすすめ

良質系のみずみずし
さを味わえるパスタと、
寒玉系の肉質を生かし
て煮込んだスープ。

おいしい寒玉リレー

新鮮な良質系リレー

キ
ャ
ベ
ツ



「トップギア」「キャッスル」
「メガドーム」は頂花蕾収穫専
用品種で、よく太り重量感のあ
る花蕾が収穫できます。10～11
月収穫を「トップギア」、11～
12月収穫を「キャッスル」、１
～２月収穫を「メガドーム」と
使い分けてください。

深
く
耕
し
か
た
い
層
を
崩
す
こ
と
と
、
高
め

の
畝
に
し
て
排
水
を
よ
く
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
畝
を
つ
く
り
、
条
間
50
㎝
の
2
条
、

株
間
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
と

も
、
40
〜
50
㎝
を
標
準
と
し
定
植
し
ま
す
。

追　

肥

　

定
植
後
10
〜
15
日
後
に
一
度
追
肥
を
し
、

初
期
の
生
育
を
促
し
ま
す
。
そ
の
後
は
出
蕾

す
る
少
し
前
に
追
肥
を
し
、
花か

蕾ら
い

の
肥
大
を

促
し
ま
す
。
チ
ッ
ソ
：
リ
ン
酸
：
カ
リ
＝
８ 

：
８
：
８
の
化
成
肥
料
で
あ
れ
ば
、
1
株
当

た
り
10
ｇ
を
目
安
に
施
用
し
ま
す
。
11
〜
12

月
収
穫
の
場
合
は
、
定
植
後
65
〜
70
日
程
度

で
収
穫
と
な
る
の
で
、
定
植
後
45
〜
50
日
目

に
追
肥
し
ま
す
。
１
〜
３
月
収
穫
の
場
合
は
、

12
月
に
一
度
追
肥
を
し
て
肥
効
を
落
と
さ
な

い
よ
う
に
し
、
さ
ら
に
、
１
〜
２
月
に
１
〜

２
回
追
肥
し
、
花
蕾
の
肥
大
を
促
し
ま
す
。

こ
の
時
期
は
温
度
が
低
く
肥
料
の
効
き
が
遅

い
の
で
、
早
め
の
追
肥
を
心
掛
け
ま
す
。
ま

た
、
側
枝
を
収
穫
の
場
合
は
、
頂
花
蕾
収
穫

後
、
１
〜
２
回
追
肥
し
て
側
枝
の
肥
大
を
促

し
ま
し
ょ
う
。

中　

耕

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
過
湿
に
弱
い
の
で
、
生

育
期
間
中
に
何
度
か
中
耕
を
行
い
、
畝
の
中

に
空
気
が
い
き
わ
た
る
状
態
を
保
つ
こ
と
が

上
作
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
追
肥
と
同
時
に
行

う
と
肥
料
の
効
き
も
よ
く
な
り
ま
す
。
特
に

雨
後
な
ど
は
過
湿
に
な
り
や
す
い
た
め
、
土

が
練
ら
な
く
な
っ
た
ら
で
き
る
だ
け
早
く
中

耕
し
、
畝
を
乾
か
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
お
い

し
く
て
、
お
弁
当
の
彩
り
に
も
重
宝
す
る
人

気
の
野
菜
で
す
。
上
手
に
作
り
こ
な
し
て
、

ぜ
ひ
出
荷
品
目
の
一
つ
に
加
え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

土
づ
く
り
と
畝
の
準
備

　

元
肥
は
チ
ッ
ソ
：
リ
ン
酸
：
カ
リ
＝
８
：

８
：
８
の
化
成
肥
料
で
あ
れ
ば
、
10
㎡
当
た

り
2
・
5
〜
３
㎏
を
目
安
に
施
し
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
比
較
的
過
湿
に
弱
い
の

で
、
排
水
の
悪
い
畑
で
は
根
が
張
れ
ず
し
っ

か
り
と
生
育
し
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
土
を

栽
培
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

2
0
1
3
年
直
売
所
出
荷
を
応
援
! 

こ
だ
わ
り
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

ブロッコリー・
カリフラワー担当

小
こ

松
まつ

　孝
たか

行
ゆき

（
夏
ま
き
・
春
ま
き
）

↑ブロッコリーは過湿に弱いので、排水性
を高めるため25㎝くらいの高畝で栽培
する。（写真は生育途中のブロッコリー）

↑追肥は出蕾する少し前に行い肥
大を促す。（写真：ブロッコリ
ーの出蕾始め）

↑側枝花蕾を収穫する場合は、頂
花蕾収穫後１～２回施肥して肥
大させる。

資材の活用

　育苗時期にあたる７～８月は非常
に暑く、その対策が重要です。気温
が高くなる９～15時の間は「タキイ
涼感ホワイト」などの遮光ネットを
被覆し温度上昇を抑え、発芽不良、
葉先焼けなどの障害を防ぎます。
　また、１～３月収穫の厳寒期の栽
培では「ベタロン」など通気性があ
る保温資材でトンネルすると、寒さ
による傷みを軽減できるでしょう。

～暑さ対策に「タキイ涼感ホワイト」、
寒さ対策には「ベタロン」～

出荷のヒント

ブロッコリーの
大玉出荷には、
頂花蕾どり専用種が

おすすめ！

↑赤外線を反射することで遮
熱性を発揮する「タキイ
涼感ホワイト」。夏季の
暑さ対策に。

2013 タキイ最前線 夏号　93

ブロッコリー（育苗）
耕種基準

畝幅（㎝） 60～135

条数（条） 1～2

株間（㎝） 40～50

カリフラワー（育苗）
耕種基準

畝幅（㎝） 60～135

条数（条） 1～2

株間（㎝） 40～50

※ 表示の耕種基準は目安
　としてご利用ください。



ブロッコリー
「エルデ」は収穫までの期間が短く
暑さに強いので、10月上旬から出荷
できます。この時期は産地が冷涼地
から一般地へ移る端境期にあたり、
市場が品薄になりやすい時期です。
店頭に新鮮なブロッコリーが置いて
あれば売り切れ必至です。

ト
マ
ト

ブロッコリー
「グリーンビューティ」は甘みがあ
り食感がよく、おいしい品種です。
特に12月～２月の収穫では甘みがの
り、よりおいしくなります。側枝も
収穫できるので、保温資材をうまく
活用して２月ごろまで収穫してくだ
さい。

カリフラワー
「オレンジブーケ」はオレンジ色の
花蕾ができ、甘みとうまみに富むお
いしい品種です。店頭でも目を引く
一品となるでしょう。普通のカリフ
ラワーと違い結束をする必要がなく、
手軽に栽培できます。

ブロッコリー
「ハイツＳＰ」は根の張りがよく
しっかりと株ができるので、10～11
月いっぱいまで安定して収穫できる
適応性の高い品種です。また、側枝
を利用すれば12月まで収穫できます。
「グリーンパラソル」は11～12月を
中心に出荷でき、草勢が強めで栽培
が安定します。

カリフラワー
「スノークラウン」は生育旺盛で作
りやすいカリフラワーです。根の張
りがよく、多少の過乾湿ならば大き
な障害を受けることなく生育します。

↑「グリーンパラソル」は草勢が強めで安
定した栽培ができる。（写真は生育途
中）

↑味のよいブロッコリーを使っておいしい
料理を楽しむ。（写真はブロッコリー
とチキンのシチュー）

細長い形がユニークで
調理しやすい

「グリーンボイス」
「グリーンボイス」は側枝の茎を食
べる茎ブロッコリーです。普通のブ
ロッコリーと違い、茎が長いため調
理しやすく、歯切れがよく甘みがあ
るのが特長です。また、側枝が連続
して発生するので長く楽しめます。

私の菜園
私の
菜園

←
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
も
で
き
る
。

〈名品種列伝〉
株のそろい、花蕾の肥大性を兼ね備えた

「グリーンフェイス」

　平成７年第46回全日本蔬菜原種審査会で農林水産
大臣賞を受賞した「グリーンフェイス」（1 9 9 3年
発表）は、株のそろいと花蕾の肥大が抜群の品種で
した。当時は花蕾の赤い着色がないアントシアンフ
リー系と呼ばれる品種が産地に普及し始めたころで、
そういった品種は株が弱く花蕾の肥大がおとなしい
ものが多くありました。その中で「グリーンフェイ
ス」は肥大性と栽培安定性が評価され受賞に至りま
した。
　12月～１月に安定して収穫できるという安心感は、
直売所用にもう一度見直してみてもいいかもしれま
せん。

↑今こそ価値を見直したい
12月～１月に安定した収
穫を誇る「グリーンフェ
イス」。

Ｑ  台風など強い風が
吹くと株が倒れて
しまいます。
対策はありますか？

Ａ　株が倒れたままになっていると、
地面についた部分から株が腐った

り、花蕾の茎が曲がったりします。強
い風が予想される時は、株元に土寄せ
し株が倒れないようにします。普段か
ら中耕の際に土寄せしておくと、株元
から不定根と呼ばれる根が発生し倒れ
にくくなります。また、小面積であれ
ば支柱とひもを使い誘引するのもよい
でしょう。倒れてしまった場合はすぐ
に株を起こし、株元に土を寄せてくだ
さい。

 早く出して
短期で勝負するなら…

味にこだわって
作り込むなら…

 作りやすさで
選ぶなら…

包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
2
0
1
3
年
10
月
末
ま
で
有
効
で
す
。

葉
　
菜
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り
ま
す
。
軟
弱
徒
長
し
た
苗
を
高
温
、
乾
燥

条
件
で
定
植
す
る
と
、
活
着
が
遅
れ
て
そ
の

後
の
生
育
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。

　

育
苗
で
重
要
な
要
素
は
、
土
壌
水
分
、
光
、

風
通
し
、
気
温
、
肥
料
で
こ
の
５
点
に
注
意

し
ま
す
。

土
壌
水
分

　

午
前
中
に
た
っ
ぷ
り
と
潅
水
を
行
い
、
夕

方
に
は
表
面
が
少
し
乾
く
程
度
に
し
ま
す
。

培
土
に
苔
が
生
え
る
よ
う
で
あ
れ
ば
過
湿
状

態
で
あ
り
、
徒
長
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

光
と
風
通
し

　

育
苗
は
日
光
が
よ
く
当
た
り
、
風
通
し
の

よ
い
場
所
を
選
び
ま
す
。
ト
レ
イ
は
地
面
か

ら
30
㎝
以
上
空
間
を
と
り
、
扇
風
機
や
園
芸

用
の
フ
ァ
ン
を
用
い
て
通
風
を
図
り
ま
す
。

気
温

　

極
高
温
時
に
は
日
中
に
寒
冷
紗
な
ど
を
掛

け
、
気
温
を
下
げ
ま
す
。
た
だ
し
、
朝
夕
は

寒
冷
紗
を
外
し
、
苗
に
十
分
光
を
当
て
ま
す
。

肥
料

　

育
苗
後
半
の
肥
料
が
切
れ
る
前
に
液
肥
を

与
え
ま
す
。
肥
料
が
切
れ
る
と
本
葉
が
黄
化

し
、
病
害
の
発
生
や
活
着
不
良
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

　

根
が
張
っ
て
、
苗
を
抜
い
て
も
根
鉢
が
崩

れ
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
定
植
適
期
の
若
苗

で
す
。
根
が
回
っ
て
し
ま
っ
た
老
化
苗
を
定

植
す
る
と
、
活
着
不
良
を
起
こ
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

定
植
後
は
十
分
に
潅
水
し
、
苗
が
活
着
す

る
ま
で
は
乾
燥
に
注
意
し
ま
す
。
マ
ル
チ
を

利
用
す
る
と
土
壌
水
分
の
乾
湿
の
差
が
少
な

く
な
り
、
降
雨
時
の
土
の
は
ね
返
り
が
少
な

く
病
害
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
夏
季
栽
培
で
は

白
黒
マ
ル
チ
が
地
温
を
低
く
抑
え
る
効
果
が

あ
る
の
で
お
す
す
め
で
す
。

　

栽
植
密
度
は
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
で
は
条
間
15

㎝
×
株
間
15
㎝
、
エ
ン
サ
イ
で
は
条
間
30
㎝

×
株
間
30
㎝
を
目
安
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ウ
サ
イ
タ
イ
で
は
長
期
間
に
わ

た
り
栽
培
す
る
場
合
は
30
〜
40
㎝
と
株
間
を

少
し
広
め
に
し
、
大
株
に
仕
立
て
ま
す
。
遅

ま
き
す
る
場
合
は
株
間
を
20
㎝
ほ
ど
つ
め
て

短
期
収
穫
に
し
ま
す
。

　

栽
培
方
法
に
は
直
ま
き
と
移
植
栽
培
が
あ

り
ま
す
。
直
ま
き
の
方
が
根
張
り
が
よ
く
、

生
育
も
早
い
の
で
栽
培
し
や
す
い
の
で
す
が
、

幼
苗
期
に
虫
害
や
乾
燥
に
よ
っ
て
生
育
の
ム

ラ
が
出
や
す
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

　

移
植
栽
培
の
育
苗
は
、
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
で

行
う
の
が
好
ま
し
い
方
法
で
す
。
ハ
ウ
ス
が

な
け
れ
ば
、
露
地
で
「
サ
ン
サ
ン
ネ
ッ
ト
」

な
ど
の
ト
ン
ネ
ル
を
被
覆
し
て
育
苗
を
行
い

ま
す
。

　

苗
半
作
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
育
苗
は
重
要

で
、
特
に
高
温
期
栽
培
で
は
強
健
な
苗
を
作

栽
培
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

中
国
野
菜

2
0
1
3
年
直
売
所
出
荷
を
応
援
! 

こ
だ
わ
り
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

編集部↑チンゲンサイは株間15㎝程度に植え付ける。

↑定植する苗は本葉３～４枚程度
を目安とした若苗とする。（写
真：プランター栽培ツルムラサ
キの定植）

←マルチを利用することで土壌水
分を適湿に保つ。（写真：ツル
ムラサキ生育途中）

↑育苗トレイは日光がよく当たる風
通しのよい場所で管理する。（写
真：育苗中のチンゲンサイ）

直
ま
き
と
移
植
栽
培

が
っ
ち
り
と
し
た
苗
を
作
る

若
苗
を
定
植
す
る

栽
植
密
度

暑
さ
に
強
い
品
目
が
いっ
ぱ
い
！

夏
場
の
青
物
に
ぜ
ひ
と
り
入
れ
た
い
。

チンゲンサイ
耕種基準

畝幅（㎝）100～120

条数（条） 3～4

株間（㎝） 10～20
※ 表示の耕種基準は目安
　としてご利用ください。
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中国野菜は、中華料理以外でも、お浸しや味噌汁の具など、
今やすっかり家庭料理でもおなじみで、直売所の品ぞろえにも
欠かせない品目だといえます。

↑葉とともに三角形で中が空芯の茎を利用
する「エンサイ」。

↑ナバナの仲間で赤くなる花茎が個性的な
コウサイタイ。

資材の活用

　生育期間が短い中国野菜などの軟弱野菜は、施肥設計が速効性肥料の元肥主体となりがち
です。初期生育を促す意味では効果的ですが、総合的な土づくりや、特にエンサイやツルム
ラサキなどの長期栽培を考えると、地力の向上は必要不可欠になります。
　そのためにも、堆

たい

肥
ひ

はぜひ利用したいものです。牛ふんや鶏ふん、あるいはもみ殻やバー
ク堆肥などいろいろなものがあります。タキイにも有効微生物（ダルマ菌）が豊富に含まれ
ており、利用しやすい「バイオダルマ」があり、ぜひおすすめいたします。

有機質主体の土づくりにおすすめな
「バイオダルマ」

←
活
力
あ
る
土
づ
く
り
に
お
す
す
め
の
菌

体
特
殊
肥
料
「
バ
イ
オ
ダ
ル
マ
」
。

　夏秋どりが一番作りやすいチンゲ
ンサイ。中でも「長

ちょうよう

陽」は生育旺盛
で耐暑性にすぐれる早生種です。節
間伸張が少ないので夏場でも徒長し
にくく、草姿は立性、コンパクトで
尻張りがよいのでボリューム感のあ
る株姿で収穫できます。収穫の目安
は草丈20㎝、株元が５㎝程度です。
袋詰めは外葉を落とし、１袋に２株
ずつが目安です。

空
くう

心
しん

菜
さい

とも呼ばれ
炒め物に最適な「エンサイ」
　別名の「空心菜」の名の通り、茎
が中空でその若茎と葉を一緒に収穫
します。熱を加えると独特の滑りが
出て炒め物に最適です。また耐暑
性・耐湿性にすぐれ、夏場の葉物が
作りにくい時期に大変重宝する野菜
の一つです。さらにビタミン、ミネ
ラルを豊富に含み夏バテ防止にも効
果的です。収穫は草丈30㎝のころ、
株元の５～６節を残して、やわらか
い部分を収穫します。出荷規格の目
安はつる先４～５節くらいを含む若
い茎葉を25㎝程度切って収穫します。
摘み取った下からわき芽が出てくる
ので、繰り返し収穫できます。

　花茎の部分が赤くなるナバナの仲
間です。油炒めやお浸しなどが一般
的で、花茎の赤紫色は熱をとおすと
きれいな鮮緑色に変わります。また、
若どりした花茎はサラダなどに入れ
ると赤紫色をそのまま楽しむことが
でき、普通のナバナとは違った色や
香りを楽しめます。

中国野菜の代表格 
「チンゲンサイ」

彩りの美しさで目新しさを
アピール「コウサイタイ」

↑葉とともに三角形で中が空芯の茎を利用

←
コ
ン
パ
ク
ト
で
株
張
り
よ
く
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る
作
物
が

収
穫
で
き
る
「
長
陽
」
。

Ｑ  「エンサイ」を長期収穫すると、
だんだん茎がかたくなってしまいます。

Ａ「エンサイ」は元来水辺に生育することから、水を非常に好み、湿地で多く
栽培されています。乾燥条件での栽培では、茎は太くかたくなり品質が劣り

ます。特に、夏場は乾燥しやすいため、表面が乾燥しないよう十分な潅水を行い、
細くやわらかい茎の収穫、出荷を心掛けましょう。

包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
2
0
1
3
年
10
月
末
ま
で
有
効
で
す
。

直売所にはこの品種 ! ブリーダー
おすすめ
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発
芽
ま
で
適
湿
を
保
ち
ま
す
。
１
割
程
度
、

芽
が
出
始
め
た
こ
ろ
に
、
再
び
軽
く
潅
水
を

行
い
、
全
体
の
発
芽
を
そ
ろ
え
て
く
だ
さ
い
。

適
切
な
肥
培
管
理

　

色
ツ
ヤ
の
よ
い
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
収
穫
す

る
に
は
生
育
後
半
の
肥
切
れ
に
注
意
し
ま
す
。

施
肥
は
年
内
収
穫
で
は
10
㎡
当
た
り
チ
ッ
ソ

成
分
で
2
0
0
ｇ
、
生
育
期
間
が
長
い
１
〜

２
月
ど
り
で
は
2
5
0
ｇ
程
度
が
目
安
で
す

が
、
土
壌
の
肥ひ

沃よ
く

度
で
適
宜
調
節
し
ま
す
。

地
力
が
低
い
圃
場
で
は
、
本
葉
が
４
枚
展
開

し
た
こ
ろ
に
10
㎡
当
た
り
チ
ッ
ソ
成
分
で
30

ｇ
程
度
の
速
効
性
化
成
肥
料
を
条
間
に
追
肥

し
、
生
育
を
順
調
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。

被
覆
資
材
の
活
用

　

寒
さ
で
葉
の
傷
み
が
出
や
す
く
な
る
低
温

期
の
栽
培
で
は
、
被
覆
資
材
を
上
手
に
活
用

し
、
良
品
出
荷
に
つ
な
げ
ま
す
。
通
気
性
の

よ
い
不
織
布
の
ト
ン
ネ
ル
や
ベ
タ
が
け
は
風

や
霜
に
よ
る
葉
の
傷
み
が
防
げ
、
適
度
に
通

気
す
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
の
開
閉
も
い
ら
ず

省
力
的
で
す
。

排
水
・
保
水
の
よ
い
土
づ
く
り　

　

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
直
根
性
で
過
乾
・
過
湿

に
弱
い
た
め
、
耕
土
が
深
く
膨
軟
で
排
水
・

保
水
性
の
よ
い
圃ほ

場
が
適
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
計
画
的
に
完
熟
堆た

い

肥ひ

を
施
用
し
、
有
機

質
に
富
ん
だ
通
気
性
の
よ
い
土
づ
く
り
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
地
下
水
位
の
高
い
圃
場
で

は
高
畝
に
し
て
、
排
水
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
き
ま
す
。

発
芽
を
そ
ろ
え
る

　

発
芽
を
そ
ろ
え
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
順

調
な
生
育
や
そ
ろ
い
の
よ
い
収
穫
物
に
つ
な

が
り
、
腕
の
見
せ
所
で
す
。

　

発
芽
を
そ
ろ
え
る
ポ
イ
ン
ト
は
発
芽
ま
で

適
湿
を
保
つ
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず

畝
作
り
は
圃
場
が
適
湿
の
状
態
で
行
い
ま
す
。

圃
場
が
乾
燥
し
て
い
る
場
合
は
予
め
潅
水
を

行
っ
て
か
ら
整
地
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

次
に
乾
き
ム
ラ
が
出
な
い
よ
う
凹
凸
が
な

い
播
種
床
を
つ
く
り
、
播
種
後
は
均
一
に
沈

圧
し
ま
す
。
播
種
後
の
潅
水
は
十
分
に
行
い
、

表
面
が
乾
く
よ
う
で
あ
れ
ば
適
宜
潅
水
し
、

栽
培
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

2
0
1
3
年
直
売
所
出
荷
を
応
援
! 

こ
だ
わ
り
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

ホウレンソウ担当

林
はやし

　宏
ひろ

信
のぶ

Ｑ  大雨でホウレンソウの葉が黄化
してきました。対策はありますか？

Ａ　葉の黄化は土壌の過湿により根傷みが起こり、根からの養
分吸収が妨げられていることが一番の原因です。まずは条間

を中耕することで、土壌の通気性を改善し、同時に速効性の化成
肥料を追肥しておきます。さらにリン酸をより吸収しやすくした
「亜リン酸」を含んだ葉面散布剤「ホストマト」1 0 0 0～2 0 0 0
倍で葉面散布すると、根の発育が促進され効果的です。

←
ト
マ
ト
だ
け
じ
ゃ
な
い
。

　

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
根
の
発
育
に
も
効
果
を

　

発
揮
す
る
「
ホ
ス
ト
マ
ト
」
が
お
す
す
め
。

→
播
種
床
を
適
湿
に
保
ち
発
芽
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
、

そ
の
後
の
順
調
な
生
育
に
つ
な
が
る
。

ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
！

寒
じ
め
栽
培
も
お
す
す
め
！

→
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
生
育
に
効
果
が
高
い
青
パ
オ
パ

オ
な
ど
の
不
織
布
を
利
用
し
て
、
風
霜
に
よ
る
葉

の
傷
み
を
防
ぎ
適
度
な
通
気
も
確
保
す
る
。

ホウレンソウ（直まき）
耕種基準

畝幅（㎝） 110～140

条数（条） 4～6

株間（㎝） 3～7

※ 表示の耕種基準は目安
　としてご利用ください。

102　2013 タキイ最前線 夏号

包
装
規
格
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容
量
、価
格
は
2
0
1
3
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末
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で
有
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ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ



　在圃性がすぐれる「エリナ」がよ
いでしょう。生育は比較的じっくり
しており、長い期間収穫でき、少量
ずつ出荷したい方に最適です。葉色
が濃く、葉面が非常にスムーズなた
め、荷姿がとても美しい品種です。

　収量性のある「アクセラ」がおす
すめです。葉が大きく、株張りがよ
いため、ボリュームある荷姿が目を
ひきます。生育は旺盛で、初心者の
方にも栽培しやすい品種です。適作
型は秋～年内どり、春どりです。低
温期の栽培では秋冬どりの定番品種
「オーライ」「トライ」をおすすめ
します。

　昨年新発表しました「弁天丸」を
ぜひどうぞ！アクが少なく、低温期
の栽培では特に葉柄の甘みが増すた
め、冬どりでおいしいホウレンソウ
が出荷できます。食味でホウレンソ
ウの旬をアピールしてはいかがで
しょうか。また、葉柄が折れにくく
収穫調製も簡単です。直売出荷にお
すすめしたい品種です。

 早く出して
短期で勝負するなら…

味にこだわって
作り込むなら…出荷期間を延ばすなら…

資材の活用

　そんな時に、タキイの「アイスマルチ」が威力を発揮します。使い方は簡単！ 
播種後たっぷり潅水した後、発芽するまで「アイスマルチ」でベタがけするだけ。
土壌水分を保ち、発芽までの潅水管理が不要で、多品目で管理が忙しい方や小ま
めに播種したい方にはうってつけです。地温抑制効果が高いため、比較的地温が
高い９～10月上旬の播種におすすめです。注意点は遮光率が高い資材のため、全
体の１～２割程度が発芽した段階で、早めにはぐこと。はいだ後は軽く潅水し発
芽をそろえましょう。また縁がめくれないようしっかりピンなどで押さえておく
ことも大切です。

ホウレンソウは発芽までの潅水管理が大変！

出荷のヒント

ハウスで挑戦！ 寒じめ栽培
　寒じめ栽培は寒さに耐えるため、糖を蓄積する特性を利用
して、あま～いホウレンソウを栽培する方法です。特に冬場
が寒い地域では「弁天丸」を使った寒じめ栽培に挑戦しては
いかがでしょうか。葉軸を生でかじってみるとその甘さに驚
きます。
　栽培はハウスを利用し、平均気温が５℃以下になる時期ま
でに草丈20㎝以上まで、通常の温度管理で生育を進めておき
ます。その後、終日サイドを開放し低温にさらしてください。
糖度が上昇するには２～３週間程度かかりますので、十分低
温にあて、甘みが増したものを適宜収穫していきます。

栽培のポイント

ホウレンソウべと病抵抗性品種を
より長く活用するために…

　ホウレンソウのべと病はレース分
化が起こりやすいため、抵抗性品種
といえども、登録農薬による早期防
除に努め、栽培管理に留意するよう
にします。

↑低温にさらすことにより、甘み
　を増す寒じめ栽培。

↑在圃性にすぐれ葉色が濃く葉面の美しさ
が魅力の「エリナ」。

←
特
に
冬
ど
り
に
て
甘
み
を
増

　

し
、
ま
す
ま
す
食
味
の
上
が

　

る
「
弁
天
丸
」
。

←
「
弁
天
丸
」
は
、
葉
軸
が
折

　

れ
に
く
く
収
穫
調
製
作
業
が

　

容
易
。

←
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
株
が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
る

「
ア
ク
セ
ラ
」
。

　そんな時に、タキイの「

包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
2
0
1
3
年
10
月
末
ま
で
有
効
で
す
。
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化
を
少
な
く
し
ま
す
。
子
葉
が
展
開
し
て
発

芽
が
そ
ろ
っ
た
後
に
は
、
遮
光
資
材
を
外
し

軟
弱
徒
長
を
防
ぎ
ま
す
。

害
虫
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

「
サ
ン
サ
ン
ネ
ッ
ト
」
な
ど
の
防
虫
ネ
ッ
ト

を
使
う
の
が
最
も
効
果
的
で
す
。
ネ
ッ
ト
は

播
種
直
後
か
ら
設
置
し
、
裾
を
し
っ
か
り
土

に
埋
め
る
こ
と
で
、
虫
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。
ベ
タ
掛
け
で
は
害
虫
が
ネ
ッ
ト
越
し

に
産
卵
し
て
し
ま
う
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
被
覆

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
ま
た
、
圃ほ

場
の
ま
わ

り
の
雑
草
は
発
生
源
と
な
る
た
め
、
雑
草
防

除
を
し
っ
か
り
と
し
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

コ
マ
ツ
ナ
は
、
生
育
期
間
が
短
く
周
年
栽

培
が
可
能
で
、
連
作
に
強
い
こ
と
か
ら
、
作
り

や
す
い
野
菜
の
代
表
選
手
で
す
。
特
に
、
葉
物

が
不
足
す
る
夏
場
で
は
、
耐
暑
性
の
あ
る
コ
マ

ツ
ナ
は
貴
重
な
葉
物
野
菜
と
い
え
ま
す
。
新

鮮
と
れ
た
て
の
コ
マ
ツ
ナ
を
並
べ
て
、
活
気

の
あ
る
直
売
所
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
「
栽
培
面
積
、
出
荷
期
間
、
作

り
や
す
さ
、
お
い
し
さ
」
の
４
つ
の
ポ
イ
ン

ト
で
、
品
種
を
紹
介
し
ま
す
。

発
芽
を
そ
ろ
え
る
た
め
の
コ
ツ

　

短
期
間
で
収
穫
期
を
迎
え
る
軟
弱
野
菜
は
、

一
斉
発
芽
が
栽
培
を
安
定
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
特
に
、
畑
が
乾
燥
し
や
す
い
夏
ど
り

栽
培
は
、
土
壌
を
適
湿
に
保
つ
こ
と
が
重
要

で
す
。
整
地
前
に
乾
い
て
い
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
十
分
に
潅
水
を
行
っ
た
う
え
で
、
整
地

播
種
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ウ
ス
栽
培
を
行
う
際
に
は
、
播

種
前
か
ら
「
タ
キ
イ
ホ
ワ
イ
ト
」
な
ど
の
遮

光
資
材
を
展
張
す
る
こ
と
で
、
地
温
・
気
温

の
上
昇
を
抑
え
る
と
と
も
に
土
壌
水
分
の
変

栽
培
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

コ
マ
ツ
ナ

2
0
1
3
年
直
売
所
出
荷
を
応
援
! 

こ
だ
わ
り
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

コマツナ担当

新
あら

井
い

　真
ま

琴
こと

Ｑ  夏場でも葉が萎れにくい
コマツナを出荷するコツを
教えてください。

Ａ　高温期の軟弱徒長を防ぐには、株間と条間を広
めにとって、葉柄が太くがっちりした株に仕上げ

ます。株間５㎝、条間15㎝を目安に播種するとよいで
しょう。また、収穫の３～４日前には掛けていた防虫
ネットを外すことで、株張りと葉色を充実させます。

←
夏
場
の
軟
弱
徒
長
を
防
ぎ
、
葉
柄
の
太
い
が
っ
ち

り
と
し
た
株
に
仕
上
げ
る
。

↑短期間で収穫するコマツナは、発芽をそろえる
ことがその後の栽培を安定させるポイント。

↑害虫防除には「サンサンネッ
ト」などの防虫ネットを使っ
たトンネル栽培が最適。

↑コマツナなどの軟弱野菜の均一で安定した発
芽につながる「タキイホワイト」。（写真はホ
ウレンソウでの使用例）

↑「サンサンネット」害虫防除
効果の比較。（左：「サンサン
ネット」未使用　右：使用）

コマツナ（直まき）
耕種基準

畝幅（㎝） 100～150

条数（条） 4～5

株間（㎝） 3～5

※ 表示の耕種基準は目安と
してご利用ください。

り
と
し
た
株
に
仕
上
げ
る
。

葉
物
の
少
な
い
夏
に
も
ぐ
ん
ぐ
ん
育
つ
！

カ
ル
シ
ウ
ム
含
量
が
高
い
！
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ト
マ
ト

「菜
な

々
な

音
ね

」をおすすめします。じっ
くりと生育して在圃性にすぐれ、収
穫適期幅が広いことが特長です。１
回に広い面積にまいても、取り遅れ
の心配が少なく、長い間収穫が可能
です。また、葉色は濃く肉厚で、太
軸に仕上がるため、売り場で目立つ
美しい荷姿となります。白さび病、
萎
い

黄
おう

病に強い耐病性をもち、露地栽
培でも作りやすい品種です。

「菜
な

々
な

美
み

」が適します。中位な生育
スピードで、大葉で株張りよく、収
量性にすぐれます。また、白さび病、
萎黄病に強い耐病性があり、春から
秋まで幅広く栽培が可能です。時期
によっても異なりますが、５～７日
ごとに播種日をずらして栽培するこ
とが、連続出荷のポイントです。

「夏
なつ

楽
らく

天
てん

」がおすすめです。生育が
早く、やわらかく仕上がり、コマツ
ナ本来の風味があって歯切れよくお
いしい品種です。特に秋冬どりでは、
食味のよさがより一層際立ちます。

定期的に播種して、
連続的に出荷するなら…

短期間でおいしいコマ
ツナを出荷するなら…

一度に播種をして、
長期間出荷するなら…

出荷のヒント

品種の使い分け

　今回ご紹介した品種を組み合わせ、１年間を通して出荷が
可能なローテーションをご提案します。

　これから８月までの夏にかけては、高温期でもじっくり生
育し耐暑性にすぐれる「菜々音」をまきましょう。９月～10
月中旬の秋どりでは、病気に強く安定した生育で作りやすい
「菜々美」がよいでしょう。10月中旬以降の冬どりの作型で
は、低温伸長性の高い「夏楽天」が適します。
下表の播種期による使い分けの表を参考にしてください。

↑在圃性にすぐれ出荷適期の長い
　「菜々音」。

←
段
ま
き
す
る
こ
と
で
、
春
か
ら
秋
ま
で
連
続
的
に

出
荷
で
き
る
「
菜
々
美
」
。

↑歯切れよくすっきりとした味でおいしい
「夏楽天」。秋冬どりが特におすすめ。

〈表〉コマツナ品種　使い分け

月 2 11211109876543

播　

種　

期

菜々美 菜々美
菜々音

夏楽天

いろいろな調理方法の提案

　コマツナは、ビタミンＡやＣ、カルシウム、鉄分などの
ミネラルを多く含む緑黄色野菜で、あくが少なくクセのな
い食味から、煮物や炒めもの、漬物のほかにも、料理の用
途が広がっています。
　通常の収穫サイズである25㎝よりも早めに収穫すると、
やわらかい食感からサラダなどの生食に適します。
　また、大株のコマツナは、緑色の色合いを生かした料理
に向きます。ミキサーにかけスープやポタージュ、野菜ジ
ュースにしたり、バナナなどの果物と混ぜて今流行のスム
ージーを作ったりするのもよいでしょう。また、ケーキや
お菓子の材料に混ぜると見た目にもきれいで、おいしく健
康的に食べられます。
　売場に並べる際に、調理方法も合わせて掲示すると、注
目度が上がりますので、ぜひ試してみてください。

コマツナ
２株

バナナ
１本

キウイ
１個
キウイキウイ

暑い夏にぴったりな
コマツナスムージー

材料

包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
2
0
1
3
年
10
月
末
ま
で
有
効
で
す
。

葉
　
菜
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定
し
ま
す
。
例
え
ば
、
中
ネ
ギ
サ
イ
ズ
を
目

標
に
す
る
な
ら
１
穴
に
４
粒
程
度
、
小
ネ
ギ

サ
イ
ズ
な
ら
10
粒
程
度
播
種
し
ま
す
。
育
苗

日
数
は
夏
季
で
40
日
程
度
、
冬
季
で
50
〜
60

日
程
度
で
、
株
間
15
〜
20
㎝
程
度
で
定
植
し

ま
す
。

く
仕
上
げ
、
店
も
ち
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

　

草
丈
50
〜
55
㎝
程
度
を
目
指
す
な
ら
、
夏

季
は
60
〜
70
日
、
冬
季
は
1
2
0
〜
1
3
0

日
ほ
ど
の
栽
培
期
間
と
な
り
ま
す
。
高
温
期

の
収
穫
は
、
で
き
る
だ
け
鮮
度
を
保
つ
た
め

に
、
朝
の
早
い
う
ち
に
行
う
の
が
よ
い
で
し

ょ
う
。

　

慣
行
の
地
床
育
苗
で
は
、
条
間
15
㎝
程
度

の
条
ま
き
と
す
る
と
密
度
が
そ
ろ
い
、
除
草

や
苗
と
り
な
ど
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
本

葉
1
枚
ま
で
は
生
育
む
ら
を
防
ぐ
た
め
、
水

を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
が
、
も
み
殻

な
ど
で
床
面
を
覆
っ
て
や
る
と
急
激
な
乾
き

を
防
止
で
き
ま
す
。

　

ま
た
近
年
は
、
セ
ル
ト
レ
イ
（
2
0
0
穴

程
度
）
な
ど
に
よ
る
育
苗
も
多
く
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
最
終
的
な
収
穫
目
標
の
サ
イ
ズ
に

よ
っ
て
播
種
量
や
圃ほ

場
で
の
栽
植
密
度
を
決

基
本
は
土
づ
く
り　

　

葉
ネ
ギ
は
比
較
的
、
土
質
を
選
ば
な
い
と

は
い
え
、
根
が
し
っ
か
り
張
れ
る
よ
う
な
膨

軟
な
土
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
有
機
物

を
施
し
排
水
性
、
保
水
性
、
通
気
性
の
す
ぐ

れ
た
土
壌
を
準
備
し
ま
す
。

　

播
種
は
、
条
ま
き
す
る
と
管
理
が
容
易
で

す
。
手
ま
き
あ
る
い
は
手
押
し
の
簡
易
的
な

播
種
機
を
用
い
、
条
間
約
20
㎝
、
ま
き
幅
10

㎝
程
度
で
、
1
m
当
た
り
約
1
5
0
〜
2
0 

0
粒
を
目
安
に
播
種
し
ま
す
。

　

栽
培
は
潅
水
管
理
が
最
も
重
要
で
、
生
育

前
半
は
こ
ま
め
で
十
分
な
潅
水
に
よ
り
適
湿

を
保
ち
、
後
半
は
潅
水
量
を
減
ら
し
て
か
た

栽
培
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

葉
ネ
ギ

2
0
1
3
年
直
売
所
出
荷
を
応
援
! 

こ
だ
わ
り
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

ネギ担当

宇
う

野
の

　浩
ひろ

克
かつ

Ｑ  直播栽培で発芽が
うまくそろいません。

Ａ　播種床がデコボコしていませんか？　床面が波打
っていると、低い所には水がたまりやすく、また抜

けにくくなり、逆に高い所は乾きやすくなり発芽が悪く
なります。まずは、均平な床面を作ることを心掛けます。
また、ネギの発芽適温は20℃前後です。特に高温時期の
播種は、乾きやすくなることもあり、発芽がそろいにく
く注意が必要です。「芽出たいシート」など保湿と地温
の上昇を抑える資材を利用するのが効果的でしょう。

↓播種床の床面を均平にすること
が播種をそろえるポイント。

↑新芽を収穫しシャキシャキと
した食感が楽しめる「かお
り芽ねぎ」。

↑保湿と地温の上昇を抑える「芽出たいシート」
を使えば高温期の播種でもより安心。

↑葉ネギの根がしっかりと張れ
るよう膨軟で排水性・保水性
のよい圃場づくりをする。

↑播種７日目の葉ネギ。も
み殻をまくことで急激
な土の乾きを抑えるこ
とができる。

ネギ耕種基準

畝幅
（㎝）

90
(葉ﾈギ･直播)
70～90

(根深･育苗)

条数
（条）

4
(葉ﾈギ･直播)

1
(根深･育苗)

株間
（㎝）

1
(葉ﾈギ･直播)

3～4
(根深･育苗)

※ 表示の耕種基準は目安
としてご利用ください。

私の食卓私の
食卓

料理のアクセント、彩りと香りがよい
芽ネギ専用の「かおり芽ねぎ」

「芽ネギ」とは、ネギのスプラウト（新
芽）で、７～８㎝程度で出荷するもので
す。播種後、３～４週間で出荷が可能で
す。吸い物や刺身のツマ、和風サラダ、
また肉で巻いたり、お寿司のネタにした
りと、さまざまな用途で使えます。「か
おり芽ねぎ」は、適度な香りと辛みがあ
り、シャキシャキした食感が楽しめます。
強健で作りやすい品種ですので、新たな
商材としていかがでしょうか。

小
ネ
ギ
の
直
播
栽
培（
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
な
ど
）

中
ネ
ギ
の
移
植
栽
培
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家
庭
菜
園
で
作
ら
れ
て
い
る
野
菜
ラ
ン
キ
ン
グ

第
５
位
！ 

薬
味
と
し
て
欠
か
せ
な
い



ト
マ
ト

　京都の伝統野菜である九条ネギの
冬季の大株は、寒さにあって特有の
ぬめりと甘みが増し、鍋物やすき焼
きに最高です。「九条太」を使って
の秋冬どりの典型的な大株栽培（干
しネギ栽培）で、芳香に富んだやわ
らかくておいしいネギを出荷してみ
てはいかがでしょう。もちろん、中
ネギサイズでの出荷でもその風味と
おいしさには定評があります。

　ひとことで葉ネギといっても、人によってイメージされる大きさが異な
るかもしれません。例えば、冬の鍋物などに使われる「九条太」の大株や、
ラーメンやうどんの薬味用としての小～中ネギをイメージされる人もおら
れるでしょう。直売所出荷を目指す時も、最終的にどのサイズの葉ネギを
出荷したいかによって、それに応じた品種を選ぶ必要があります。そして、
葉ネギは料理での使われ方から、風味が命ともいえるかと思います。今回
は、それぞれの収穫サイズに適するタキイの葉ネギで風味のすぐれる品種
を紹介します。

「小春」は葉質がやわらかく、九条
ネギの風味をもつF1品種です。冬場
の寒さにも強く、秋～翌春までの栽
培が最も適します。「小夏」はネギ
が本来あまり得意でない夏の暑さに
強く、耐暑性のあるF1品種です。夏
でも健全に育ちやすく、暑い夏に食
欲が増すような風味のよい薬味とし
て最適の品種です。両種とも、細め
の葉で小ネギから中ネギサイズでの
出荷が適します。夏どりは「小夏」、
その他の時期の収穫には「小春」と
使い分けることで１年を通じて風味
のよい葉ネギを出荷できます。

　本年新発表の「京千緑」（品種解
説は秋号予定）は、生育が早く旺盛
で、株の太りがよい多収種です。耐
暑・耐寒性が高く低温伸長性もすぐ
れるため、秋～春どりで収量性の高
さを生かした中ネギ栽培が最も適し
ます。また、生育の早さを生かした
小ネギの周年栽培にも適します。ま
た、葉は濃緑、立性で荷姿がよく、
葉折れや葉先枯れの発生が少ない美
しいネギです。作りやすくてきれい
な「京千緑」を一度お試しください。

↑秋～春どりの中ネギ栽培に最も適する
「京千緑」。

↑九条ネギはすき焼きや鍋物にぴったり！
（写真は「九条ネギと牛肉のすき焼き
風炒め」）。

薬味としての利用
も多い葉ネギは風
味が命。食味の
よいネギの品種選
定が望まれる。

秋冬の鍋物やすき焼き用の
大株には芳香に富んだ
「九

くじょうふと

条太」

小～中ネギには風味の
すぐれる「小

こ

春
はる

」と「小
こ

夏
なつ

」
を季節で使い分け

新発表の「京
きょう

千
せん

緑
りょく

」は、
小～中ネギに最適の多収種！

「九条太」を使った干しネギ栽培とは

③
夏掘り起こし
・乾燥

②
春仮植

①
秋まき

④
盆過ぎ定植

⑤
10月～3月
収穫

↑干し苗の状態。

↑干し苗の植え付け。

８～９月まきではしっかりした苗となりますが、
春の仮植時に摘蕾が必要になります。10月まきで
抽
ちゅう

苔
だい

しない播種設定も可能です。

７月末～８月上旬に掘り上げ、２～３日地干しし
た後、葉を束ねて日陰の通風のよい所で２週間程
度はぜかけし、干し上げます。

定植時、15㎝程度に葉を切りつめ、枯れ葉を除い
て定植します。高温期なので定植直後の潅水を控
え、新根が出始めた数日後に潅水します。

定植後は速やかに萌芽し、秋口から収穫できます。
冬季には分けつして大株となり、やわらかくおい
しい九条ネギが多収できます。

３～４月に仮植して育苗しますが、夏どりの葉ネ
ギとして利用も可能です。

「九条ネギ」は高温期には株元が太って、休眠し不良環境に対応します。
その特性を利用して育苗が困難な夏季の定植に干しネギを使います。

包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
2
0
1
3
年
10
月
末
ま
で
有
効
で
す
。

葉
　
菜
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ネ
　
ギ



　

栽
培
に
は
降
雨
時
に
水
が
た
ま
ら
な
い
よ

う
な
排
水
の
よ
い
場
所
を
選
び
、
保
水
性
向

上
の
た
め
に
堆た

い

肥ひ

を
入
れ
て
土
と
よ
く
な
じ

ま
せ
て
お
く
こ
と
が
理
想
で
す
。
未
熟
堆
肥

や
油
か
す
の
使
用
、
タ
ネ
ま
き
直
前
（
１
カ

月
以
内
）
の
堆
肥
投
入
は
発
芽
障
害
や
ま
た

根
の
原
因
と
な
る
た
め
注
意
し
ま
す
。
タ
ネ

ま
き
直
前
ま
で
ほ
か
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い

て
土
づ
く
り
が
で
き
な
い
場
合
は
、
前
作
の

栽
培
時
に
堆
肥
な
ど
の
有
機
物
を
し
っ
か
り

入
れ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

て
い
ね
い
な
耕
起
で
品
質
ア
ッ
プ

　

ニ
ン
ジ
ン
の
根
は
繊
細
な
た
め
、
土
壌
が

か
た
く
し
ま
っ
て
い
る
と
変
形
や
短
根
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
深
さ
20
㎝
以
上
に
深
耕
し

て
土
壌
中
に
空
気
を
入
れ
、
素
直
な
根
の
伸

長
を
促
し
ま
す
。
深
耕
と
同
時
に
土
壌
㏗
の

調
整
を
行
い
ま
す
。
酸
度
は
㏗
6
・
0
〜
6

・
6
が
適
し
、
酸
性
土
壌
（
㏗
5
・
3
以

下
）
で
は
生
育
不
良
と
な
り
ま
す
。
土
壌
条

件
に
も
よ
り
ま
す
が
、
苦
土
石
灰
10
㎡
当
た

り
１
㎏
程
度
を
目
安
に
施
し
ま
す
。
深
耕
し

た
ら
元
肥
を
入
れ
て
再
度
耕
し
ま
す
。

　

栽
培
に
必
要
な
施
肥
量
は
チ
ッ
ソ
成
分
で

10
㎡
当
た
り
1
5
0
ｇ
が
標
準
で
す
。
元
肥

は
そ
の
う
ち
の
３
分
の
２
を
施
用
し
、
残
り

は
本
葉
6
枚
ご
ろ
に
追
肥
と
し
て
施
し
ま
す
。

な
お
、
苦
土
石
灰
と
肥
料
の
施
用
は
播
種
の

1
週
間
前
ま
で
に
実
施
し
、
土
に
な
じ
ま
せ

て
お
き
ま
す
。
土
を
細
か
く
耕
す
こ
と
が
肌

の
き
れ
い
な
ニ
ン
ジ
ン
作
り
の
コ
ツ
で
す
。

て
い
ね
い
に
耕
起
し
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

よ
い
畑
を
準
備
し
て
品
質
の
よ
い
ニ
ン
ジ
ン

の
出
荷
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

畑
の
準
備
を
し
っ
か
り
行
い
栽
培
の
ポ
イ

ン
ト
を
押
さ
え
、
品
質
の
よ
い
ニ
ン
ジ
ン
の

継
続
的
な
出
荷
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

豊
作
は
「
土
づ
く
り
」
か
ら

　

ニ
ン
ジ
ン
の
栽
培
で
は
畑
の
準
備
が
最
も

重
要
で
す
。
排
水
性
の
悪
い
畑
で
は
、
短
根

や
ま
た
根
、
根
部
病
害
が
多
く
発
生
し
、
保

水
性
の
悪
い
畑
で
は
肌
の
キ
メ
が
粗
く
な
り
、

収
量
が
低
下
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。　

栽
培
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ニ
ン
ジ
ン

2
0
1
3
年
直
売
所
出
荷
を
応
援
! 

こ
だ
わ
り
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

ニンジン担当

門
かど

田
た

　伸
のぶ

彦
ひこ

→
排
水
性
と
保
水
性
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
圃
場
を
つ

く
る
こ
と
が
ニ
ン
ジ
ン
の
豊
作
へ
の
ポ
イ
ン
ト
。

→
深
さ
20
㎝
以
上
に
深
耕
し
、
細
か
く
耕
さ
れ
た
土

に
す
る
こ
と
で
素
直
な
根
の
伸
張
を
促
す
。

〈名品種列伝〉
秋冬どりで能力を発揮！ 「陽

ようしゅうごすん

州五寸」

　「陽州五寸」（1995年発表）は千葉県など冬どりニンジンの産地にお
いて、耐寒性があり病気に強く、収量性があると評価されている品種です。
この品種は冬どり栽培で大変作りやすいだけではなく、実は、収穫時期の
冬の寒さにあたるとさらに甘みが増して、とてもおいしく仕上がりますの
で、ぜひ皆さんに食べていただきたいおすすめ品種です。なお、私達は現
在、「陽州五寸」の特性を引き継いだ品種改良を行っており、後継品種と
して、家庭菜園や直売所出荷向けに作りやすく食べやすい「夏紅五寸」、
産地向けに耐寒性を向上させた「ＴＣＨ-740」などを育成しております。
※「ＴＣＨ-7 4 0」の一般での販売はありません。

↑寒い冬に収穫される「陽州
五寸」はさらに甘みが増し
ておいしく仕上がる。

子
ど
も
の
好
き
な
野
菜
ラ
ン
キ
ン
グ
第
６
位
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お
い
し
く
て
、
料
理
の
色
ど
り
に
も
な
る
常
備
野
菜

130　2013 タキイ最前線 夏号

ニンジン耕種基準
畝幅（㎝） 60～90
条数（条） 2～4
株間（㎝） 8～12
※ 表示の耕種基準は目安
　としてご利用ください。

包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
2
0
1
3
年
10
月
末
ま
で
有
効
で
す
。

根
　
菜

ニ
ン
ジ
ン



　ニンジンはさまざまな用途に利用でき、色どりや栄養価の面からも料
理に欠かせない野菜で、直売所の品ぞろえにとても重要な品目の一つで
す。今回は直売所出荷に向けて、色鮮やかで見栄えよく、食味にすぐれ
る品種をご紹介いたします！

　

　根色が濃く陳列棚で見栄えのよい
品種です。甘みがありニンジン臭が
少ない良食味で、直売所出荷にうっ
てつけです。形状は尻の先までよく
詰まった肩張りのおとなしい円筒形
で、根長18㎝、根重200ｇ程度によ
くそろいます。春のトウ立ちが遅く、
夏まき・春まき兼用種です。

　

　鮮やかな赤色の根色が特長で、金
時ニンジンのリコピンと五寸ニンジ
ンのカロテンの両方を、バランスよ
く含んでいる機能性にすぐれた品種
です。根長は20～22㎝程度で尻づま
りのおとなしい形状です。冬の寒さ
にあたることで色のりがよくなるた
め、夏まき冬どり栽培に適します。

　

　黒田系の大型F1品種で、夏の暑さ
に強く、収量性に大変すぐれていま
す。草勢が強くて作りやすく、株間
を広げて疎植（８～12㎝）にすれば、
１本300～500ｇの大型ニンジンが
収穫できます。根色が非常に濃く、
みずみずしい肉質のためジュース加
工から惣菜まで幅広い用途に向き、
直売所出荷だけではなく学校給食な
ど加工・業務用としても最適です。

色鮮やかで食味良好
「恋ごころ」

機能性にすぐれる色鮮やかな
赤ニンジン「京くれない」

ボリュームたっぷりで
色鮮やか！「グランプリ」

ペレット種子より水管理がしやすくなる
生ダネでおすすめ！ 「夏

なつ

紅
べに

五
ご

寸
すん

」

　年内～冬どりのニンジンは夏の高温期の播種となるため、地表面が乾燥しやすく、
発芽までの水管理がとても大変です。また、同じ根菜類のダイコンやカブと比べニン
ジンの種子は吸水能力が低く、発芽力が弱いといわれます。そのため、夏まきでは、
播種後～発芽がそろうまで乾燥しないよう、こまめな潅水や「芽出たいシート」など
の被覆資材の利用が重要となります。そのため一部の家庭菜園愛好家には「生ダネ」
を利用される方がおられます。ニンジンは種子がまきやすいように、多くの品種がペ
レット加工されています。ペレット種子は非常に便利ですが、発芽までに生ダネより
少し多くの水分が必要となります。ニンジンの栽培では発芽をそろえることがとても
大切なので、発芽でよく失敗される方は、まくのに少々手間がかかりますが、生ダネ
の品種を利用してみるのもよいでしょう。
　私のおすすめの生ダネ品種は作りやすい「夏紅五寸」です！

←
ペ
レ
ッ
ト
加
工
さ
れ
て
い
な

い
ニ
ン
ジ
ン
の
生
ダ
ネ
（
写

真
は
「
い
な
り
五
寸
」
種

子
）
。

←
生
ダ
ネ
な
の
で
直
ま
き
で
発

芽
し
や
す
く
、
暑
さ
寒
さ
に

強
い
の
で
作
り
や
す
い
「
夏

紅
五
寸
」
。

↑根色が鮮やかで見栄えがよく食味もよい
「恋ごころ」。

↑金時ニンジンのカロテンと五寸ニンジン
のリコピンを共に含む赤ニンジン「京
くれない」。

↑みずみずしい肉質を生かして惣菜などの
加工にも利用したい。（写真：ニンジ
ンとブロッコリーの中華和え）

包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
2
0
1
3
年
10
月
末
ま
で
有
効
で
す
。
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包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
２
０
１
3
年
₄
月
末
ま
で
有
効
で
す
。

ま
た
は
2
8
8
穴
セ
ル
ト
レ
イ
に
播
種
し
ま

す
。
種
子
が
隠
れ
る
程
度
の
覆
土
を
行
い
、

高
温
期
と
な
る
の
で
、
用
土
表
面
が
乾
か
な

い
よ
う
こ
ま
め
な
潅
水
が
必
要
で
す
。
発
芽

適
温
は
1₈
～
₂0
℃
で
、
高
温
期
の
播
種
で
は

遮
光
し
て
少
し
で
も
気
温
を
下
げ
て
あ
げ
ま

す
。
発
芽
が
そ
ろ
っ
た
こ
ろ
か
ら
液
肥
を
週

1
回
の
割
合
で
与
え
ま
す
。

ポ
ッ
ト
上
げ

　

播
種
後
₂₅
日
程
度
、
本
葉
2
枚
ご
ろ
に
9

㎝
ま
た
は
10
・
5
㎝
ポ
ッ
ト
に
鉢
上
げ
し
ま

す
。
高
温
期
は
徒
長
が
早
く
、
元
肥
と
し
て

ロ
ン
グ
な
ど
の
小
粒
の
緩
効
性
肥
料
を
用
土

1
ℓ
当
た
り
チ
ッ
ソ
成
分
で
3
0
0
～
4
0�

0
㎎
混
和
し
、
あ
ら
か
じ
め
湿
ら
せ
た
用
土

に
、
根
鉢
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
植
え
付
け
、

軽
く
潅
水
し
ま
す
。

栽
培
管
理

　

全
般
的
に
乾
燥
ぎ
み
で
管
理
し
、
十
分
に

換
気
し
て
徒
長
を
防
ぎ
ま
す
。
特
に
病
気
の

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
害
虫
と
し
て
は
ヨ

ト
ウ
ム
シ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
オ
ン
シ
ツ
コ
ナ

ジ
ラ
ミ
、
ハ
ダ
ニ
に
注
意
し
、
早
期
防
除
に

努
め
ま
す
。
ハ
ウ
ス
に
防
虫
ネ
ッ
ト
を
か
け

る
こ
と
で
害
虫
の
飛
来
を
防
ぎ
、
防
除
回
数

　

近
年
、
異
常
気
象
で
夏
の
猛
暑
は

植
物
に
と
っ
て
も
過
酷
な
季
節
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一
般
に
サ
ル
ビ
ア
と

い
え
ば
サ
ル
ビ
ア
・
ス
プ
レ
ン
デ
ン

ス
種
で
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る
花

穂
と
独
特
の
緋
赤
色
の
花
色
が
昔
か

ら
親
し
ま
れ
、
春
か
ら
秋
ま
で
楽
し

ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ス
プ
レ
ン
デ
ン
ス
種
は
夏
の
高
温
は

あ
ま
り
得
意
で
は
な
く
、
高
温
期
の

出
荷
や
栽
培
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
対
し
て
コ
ク
シ
ネ
ア
種

は
清
涼
感
あ
る
小
さ
な
花
を
付
け
、

趣
あ
る
姿
は
繊
細
な
感
じ
を
受
け
ま

す
。
外
見
と
は
裏
腹
に
性
質
は
丈
夫

で
非
常
に
栽
培
し
や
す
く
、
高
温
に

も
強
い
品
目
で
す
。
こ
れ
ま
で
従
来

品
種
は
播
種
後
約
₇0
日
と
時
間
が
か

か
る
た
め
、
ポ
ッ
ト
で
の
開
花
苗
出

荷
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
紹
介
す
る
﹁
ア
カ
プ
ル
コ
﹂

﹁
サ
ク
ラ
プ
ル
コ
﹂
は
約
₅0
日
で
開

花
す
る
超
極
早
生
の
画
期
的
な
品
種

で
、
高
温
に
も
強
く
育
て
や
す
い
た

め
直
売
所
に
も
ぴ
っ
た
り
で
す
。

作
型

︿
夏
出
荷
﹀

　

5
～
6
月
播
種
の
7
～
8
月
出
荷
と
な
り

ま
す
。
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
内
で
の
栽
培
が
一
般

的
で
、
特
に
生
育
後
半
は
高
温
期
に
な
り
、

徒
長
し
や
す
く
な
る
の
で
換
気
に
努
め
ま
す
。

特
に
発
蕾
後
よ
り
節
間
が
伸
び
や
す
く
な
る

の
で
、
必
要
に
応
じ
て
矮
化
剤
で
処
理
を
行

い
ま
す
。

︿
秋
出
荷
﹀

　

7
月
播
種
の
9
月
出
荷
と
な
り
ま
す
。
ほ

か
の
草
花
が
作
り
に
く
い
時
期
で
す
が
、
比

較
的
容
易
に
栽
培
で
き
ま
す
。
高
温
時
期
の

栽
培
と
な
り
徒
長
し
や
す
い
た
め
注
意
が
必

要
で
す
。
換
気
と
控
え
め
の
潅
水
管
理
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
夏
出
荷
と
同
様
に
、

発
蕾
後
は
必
要
に
応
じ
て
矮
化
剤
で
処
理
を

行
い
ま
す
。

播
種
　

　

清
潔
で
病
気
の
心
配
の
な
い
用
土
や
消
毒

土
ま
た
は
市
販
の
培
土
︵
﹁
タ
キ
イ
セ
ル
培

土
Ｔ
M
ー
1
﹂
︶
な
ど
を
用
い
、
2
0
0
穴

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

サ
ル
ビ
ア 

コ
ク
シ
ネ
ア
種
「
ア
カ
プ
ル
コ
」  「
サ
ク
ラ
プ
ル
コ
」

2
0
1
3
年
直
売
所
出
荷
を
応
援
! 

こ
だ
わ
り
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

サルビア担当

笹
ささ

木
き

　悟
さとる

直
売
所
に
は
こ
の
品
種
!

「
ア
カ
プ
ル
コ
」「
サ
ク
ラ
プ
ル
コ
」
の
品
種
特
性

1
約
50
日
で
開
花
す
る
超
極
早
生
種　

特
に
長
日
条
件
と
な

る
3
〜
7
月
播
種
で
そ
の
特
性
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。
最
適

条
件
下
で
は
従
来
品
種
よ
り
3
週
間
早
く
開
花
す
る
の

で
、
栽
培
期
間
が
短
く
容
易
に
取
り
組
め
ま
す
。

2
花
付
き
苗
出
荷
が
可
能
な
矮
性
種　

開
花
が
早
い
こ
と
で

草
丈
も
高
く
な
ら
ず
、
最
終
草
丈
は
45
㎝
程
度
に
ま
と
ま

り
ま
す
。

4
夏
出
荷
が
可
能　

3
〜
7
月
ま
で
連
続
的
に
播
種
で
き
ま

す
が
、
特
に
出
荷
で
き
る
品
目
が
少
な
く
な
る
夏
出
荷
栽

培
が
お
す
す
め
で
す
。
夏
バ
テ
に
よ
り
回
復
が
見
込
め
な

い
草
花
の
補
植
用
と
し
て
の
需
要
に
も
対
応
で
き
ま
す
。

5
秋
出
荷
に
も
対
応　

高
温
期
の
栽
培
と
な
る
秋
出
荷
も
丈

夫
で
作
り
や
す
い
性
質
を
生
か
し
た
作
型
と
な
り
、
秋
早

く
か
ら
出
荷
が
可
能
で
す
。
気
温
の
低
下
で
よ
り
鮮
や
か

な
花
色
が
霜
の
降
り
る
こ
ろ
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

3
開
花
が
持
続　

開
花
が
早
い
こ
と
で
分
枝
が
多
く
な
り
、
花

が
絶
え
る
こ
と
な
く
咲
き
続
け
ま
す
。
従
来
品
種
は
側
枝
の

開
花
も
遅
く
、
開
花
が
途
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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草
　
花
サ
ル
ビ
ア

サルビア 「アカプルコ」「サクラプルコ」

出荷期 ポット上げ播種 

春出荷

夏出荷

秋出荷

作型
月 １ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

生育期間

「アカプルコ」「サクラプルコ」の適作型

も
減
ら
せ
ま
す
。
出
荷
は
花
穂
が
2
～
3
輪

開
花
し
た
こ
ろ
を
目
安
に
行
い
ま
す
。

鉢
花
と
し
て
出
荷

　

4
号
以
上
の
鉢
で
1
～
3
株
仕
立
て
の
半

完
成
品
と
し
て
も
出
荷
可
能
で
す
。
1
株
仕

立
て
の
場
合
は
発
蕾
時
に
摘
芯
を
し
て
側
枝

を
出
さ
せ
ま
す
。
複
数
の
花
穂
を
開
花
さ
せ

て
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を
も
た
せ
る
こ
と
で
直
売

所
が
華
や
か
に
な
り
、
見
本
鉢
の
役
目
も
果

た
し
て
く
れ
ま
す
。
ケ
イ
ト
ウ
な
ど
で
行
わ

れ
て
い
る
多
粒
ま
き
栽
培
も
可
能
で
、
4
～

5
号
鉢
に
10
粒
程
度
を
直
ま
き
す
る
の
も
お

す
す
め
で
す
。

「サクラプルコ」は、「アカプルコ」と同様
に超極早生で開花苗出荷が可能な淡鮭桃色の
品種。

「アカプルコ」は、草
丈45㎝程度の矮性種で、
分枝性にすぐれる。性
質が強健で春から晩秋
まで咲き続ける。

サルビア

 FSR302

0.1㎖� � 315円

サクラプルコ
品名コード

315サルビア

 FSR301

0.1㎖� � 315円

アカプルコ
品名コード

 

315

　
従
来
種
と
の
生
育
の
比
較
（「
ア
カ
プ

↓
ル
コ
」（
左
）、従
来
種
（
右
））。

包
装
規
格
、内
容
量
、価
格
は
２
０
１
3
年
６
月
末
ま
で
有
効
で
す
。
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